
【
海
外
出
張
編
】

「
学
術
外
交
官
」
と
し
て
交
流

　
「
地
球
に
は
二
つ
の
衛
星
が
あ
る
。
一
つ

は
も
ち
ろ
ん
月
だ
。
も
う
一
つ
は
日
本
の
田

中
舘
博
士
だ
。
彼
は
毎
年
一
回
地
球
を
ま

わ
っ
て
や
っ
て
く
る
」。
こ
う
言
っ
た
の
は
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
物
理
学
者
の
ギ
ョ
ー
ム
博
士

だ
っ
た
。
国
際
度
量
衡
会
議
や
国
際
航
空
会

議
な
ど
で
田
中
舘
愛
橘
と
交
流
し
た
ギ
ョ
ー

ム
な
ら
で
は
の
言
葉
で
あ
る
。
60
歳
で
東
京

大
学
を
自
ら
の
意
志
で
辞
め
た
田
中
舘
だ

が
、
彼
の
本
当
の
活
躍
は
そ
れ
か
ら
始
ま
っ

た
と
も
言
え
る
。

　
田
中
舘
は
生
涯
で
68
回
の
国
際
会
議
に
出

席
し
た
。
海
外
出
張
の
多
く
は
、
62
歳
に

な
っ
た
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
か
ら
79
歳

の
32（
昭
和
７
）年
ま
で
の
間
に
集
中
し
た
。

時
代
は
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
で
、
便
利
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用

し
て
も
、
欧
州
ま
で
２
週
間
は
か
か
っ
て
い

た
。
海
外
出
張
は
短
く
て
も
３
カ
月
か
ら
半

年
が
当
た
り
前
の
時
代
だ
っ
た
。

　
70
代
半
ば
に
は
１
年
に
も
及
ぶ
出
張
が
入

り
、
さ
す
が
に
高
齢
を
心
配
し
た
家
族
が
、

２
万
円
の
生
命
保
険
を
か
け
た
と
い
う
。

　
毎
年
の
よ
う
に
地
球
を
一
周
し
て
西
洋
を

訪
れ
た
田
中
舘
の
仕
事
は
、
万
国
測
地
学
協

会
、
万
国
地
震
学
会
、
万
国
度
量
衡
会
議
、

国
際
学
術
研
究
会
議
、
国
際
連
盟
知
的
協
力

委
員
会
、
地
球
物
理
学
国
際
会
議
、
航
空
連

盟
会
議
な
ど
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
訪

れ
た
国
々
も
多
か
っ
た
。

　
し
か
も
会
議
の
合
間
に
多
く
の
科
学
者
た

ち
と
交
流
を
深
め
た
り
、
当
時
の
日
本
に
は

無
い
専
門
書
、
研
究
書
を
買
い
求
め
た
り
し

て
本
国
に
送
っ
て
い
る
。
時
に
は
１
０
０
分

の
１
㍉
の
精
度
を
誇
る
旋
盤
を
求
め
、
飛
行

機
の
購
入
選
定
の
相
談
に
も
の
る
と
い
う
大

活
躍
で
あ
る
。

　

田
中
舘
は
次
第
に
老
齢
と
な
っ
て
い
っ

た
、そ
の
人
柄
か
ら
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
。

日
本
を
代
表
す
る
科
学
者
と
し
て
行
く
先
々

で
尊
敬
さ
れ
歓
迎
さ
れ
た
。
田
中
舘
が
「
学

術
外
交
官
」
と
呼
ば
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
１
９
２
７（
昭
和
２
）年
に
撮
ら
れ
た「
国

際
連
盟
知
的
協
力
委
員
会
」
の
写
真
に
は
、

左
側
テ
ー
ブ
ル
２
人
目
に
白
髭ひ

げ
の
田
中
舘
が

座
っ
て
い
る
。そ
の
奥
に
キ
ュ
リ
ー
夫
人
が
、

右
側
の
テ
ー
ブ
ル
中
央
に
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
が
同
席
し
て
い
る
。
他
に
も
レ
ン
ト
ゲ

ン
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
ク
ラ
ス
の
学
者
ば
か
り
の

中
で
、
田
中
舘
は
日
本
代
表
の
誇
り
と
『
今

や
ら
ね
ば
』
の
気
概
を
持
っ
て
発
言
し
、
交

流
を
深
め
た
と
い
う
。
有
用
な
情
報
を
集
め

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯⑫

て
正
し
く
判
断
し
、
日
本
に
届
け
続
け
た
。

ま
だ
電
報
し
か
使
え
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
こ
の
会
議
は
「
科
学
の
力
で
世

界
平
和
を
実
現
で
き
な
い
か
」
に
つ
い
て
世

界
中
の
優
秀
な
頭
脳
で
考
え
る
も
の
で
、
現

ユ
ネ
ス
コ
に
つ
な
が
る
。
こ
の
時
、
国
際
連

盟
の
事
務
次
長
は
盛
岡
南
部
藩
出
身
の
新
渡

戸
稲
造
だ
っ
た
。

（
中
村
誠
＝
田
中
舘
愛
橘
会
事
務
局
長
）

小惑星の名に
　芸西天文台（高知県）の関勉さんは、発見した小
惑星に「Kimura（木村栄

ひさし
・天文学者＝Ｚ項の発見

で文化勲章）」と名付けた。その時、木村の恩師が
田中舘愛橘と知って、後に発見した小惑星（10300）
に「Tanakadate（田中舘）」と命名した。「地球の
もう一つの月」といわれた田中舘は本当の星になっ
て、弟子の木村と共に地球を回っている。

【ミニコラム】　星になった田中舘
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